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＜注意事項＞ 
 
1. “始め”の合図があるまで、本冊子を開かないこと。 
2. 答案用紙に、必ず、受験番号を記入 すること。 
3. 大問 5 題中、4 題を選択 して答えること。 
4. 大問 1 題につき 1 枚の答案用紙を使用すること。 ただし、表側に書ききれない場合は、裏側

に記載しても良い。答案用紙 2 枚にわたって書かないこと。 
5. 答案用紙提出後、試験監督の指示があるまで退出せず、着席していること。 
6. 問題用紙は回収するので机の上に置き、持ち帰らないこと 。 

 



問題１ 

 

（１） ( ){ }xyyxyxD 30,1, ≤≤≤+=  のとき、次の積分を求めよ。また、積分範囲を図示

せよ。 

     ∫∫ +
D

dxdyyx3  

 

（２）関数 ( ) 2
22 1),( −+= yxyxf について、極値を求めよ。 

  



問題２ 

 

（１）次の微分方程式を解け。 

022 =++ yx
dx
dyxy  

 

（２）温度が 100℃である物体を a℃（a < 100）の気体中に置いたところ、物体の温度は、

20 分経過後に 60℃、40 分経過後に 40℃になった。物体が周囲の気体によって冷却さ

れる速度は物体と気体の温度差に比例するものとして、aを求めよ。ただし、物体の

温度分布は一様とし、物体が冷却される過程において a は常に一定であるとする。 

  



問題３ 
 
（１） 3 次元 (x, y, z) 空間において，f をスカラー場，A をベクトル場とするとき，

以下の公式が成り立つことを示せ． 
(a) div rot A = 0 
(b) rot (f A) = (∇f )×A + f ∇×A 

 
（２） 以下の線積分を求めよ． 

 

� 𝑦3𝑑𝑥 + (2𝑥2 + 3𝑥𝑦2)𝑑𝑦
𝐶

 

 
ここで，C は下図のように，y = x3 のグラフに沿う点(0, 0)から点(1, 1)への経路と， 
y = x のグラフに沿う点(1, 1)から点(0, 0)への経路からなる閉曲線とする． 

 

 
  



問題４ 

 

（１） 一定数有権者が政党A、B、C のいずれかに投票する。今回選挙で政党A に投票し

た有権者の７０％、２０％、１０％は次回選挙でそれぞれ政党A、B、C に投票する｡今

回選挙で政党Bに投票した有権者の１０％、８０％、１０％は次回選挙でそれぞれ政党

A、B、C に投票する｡今回選挙で政党Cに投票した有権者の３０％、３０％、４０％は

次回選挙でそれぞれ政党 A、B、C に投票する｡これらの投票行動は毎回同じとし、第 n

回選挙での各政党得票率をベクトル
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で表す。3×3 の正方行列 T、 np 、 1np + を

用いて得票率の変化を表せ。 

（２） 1n np p+ = となるとき得票率は定常状態にあるという。定常状態における政党Bの得

票率を求めよ｡ 

  



問題５ 

 

ある部品の無作為標本 50 個について各々の寸法 l を測定したところ、下表の結果を得た。

寸法 l の測定値はいずれも整数である。 

 

寸法 l 度数 

5040 <≤ l  0 

6050 <≤ l  2 
7060 <≤ l  7 
8070 <≤ l  13 
9080 <≤ l  11 

10090 <≤ l  8 
110100 <≤ l  7 
120110 <≤ l  2 
130120 <≤ l  0 

 

このとき、以下の問いに答えよ。ただし、平均 0、分散 1 の正規分布

に従う確率変数の累積分布関数F(x)は以下を与える。 

 
 
 

（１）この標本の寸法 l の累積度数分布図を作図し中央値を求めよ。 

（２）この標本の寸法 l の平均と標準偏差を求めよ。 

（３）この部品の寸法 l の母平均の 95%信頼区間を求めよ。  
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